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東
京
外
語
大
教
授
中
嶋
嶺
雄

（四五）
1
松
本
市
H
は、
気
鋭
の
評

論家と
し
て、
ま
た
現
代
中
国
を

中
心
に
国
際
関

霊珊
研
究
者
と

し
て
目
覚
ま
し

い
活
躍
を
し
て

い
る。
中
嶋

は、
「
国
際
関

係
論
と
い
う
の

は、
外
交、
社

会、
歴
史
な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で

の
上
部機
造で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い」
と
規
定、
「
よ
う
や
く
市
民

中
嶋
嶺
雄
・

東
京
外
大
教
授

権
を
得た
学
問で
す」
と
自
ら
認

め
る。
「
僕の
や勺
て
い
る
中
国

研
究
も、
以
前
は
社
会科
学
と
し

て
よ
り、
印
象

や
イ
デ
オロ
ギ

ー
上
で
の
主
張

で
し
か
な
かっ

た。
こ
れ
か
ら

は
広
い
国
際的

視
野で
中
国
を

見
な
け
れ
ば」

( 36) 

と
も。

少年時
代、
松
本で
有
名
なバ

イ
オ
リニ
ヌ
ト
豊
田
耕児
と
共
に

音
楽
を
学
ん
だ
中
嶋は、
高
校一

年
の
と
き
家
庭
の
事
情
が
あっ

て、
社
会
に
対
す
る
不
満
や
批
判

を
は
ら
ん
だ
青年
期
を
経
て、
時

い
る
と
思
う」
と、
現
代
政
治
の

ホッ
ト
な
部
分に
か
か
わ
る
研
究

者
と
し
て

の姿勢

を強調
し
た。

早
稲聞
大

学教授
依
田
恵（
よ

し）
家（五一）
H北
佐
久

浅科村
H

は
日
本
近
代
史
の
研
究
者
だ
が、

「
近
代
日
本
の
重
要
事
件
は
た
い

て
い
対
中
国
関係で
起こっ
て
お

り、
対
中
国
関係を
理
解
す
る
の

が
大
切
だ〕
と
い
う
の
が
持論。

そ
こ
で、
日
中関
係
史
に
焦
点
を

合
わ
仕
る
か
た
わ
ら、
中
国
留
学

生
を
受け
入
れ
て、

学術交流に
代
に
なっ
て
中
国
は
日
本
に
学ぼ

う
と
し
た
が、
そ
れ
は
日
本
の
急

速
な
西
欧
化
を
学ぼ
う
と
い
うこ

と
だっ
た。
い
ま
は、
歴
史、
文

学、
経済：・
総合
的
に
日
本
そ
の

も
の
を
学ぼ－っ
と
し
て
い
ま
す」。

そ
う
話
す
依田
の
研
究
室で
会っ

た
留
学
生、
上
海・
復且
大
学歴

史
学
部
の
孫
志
氏
助
手
は、
日
本

の
e
候（
そ
う
ろ
う）
文e
まで

を
学び
と
ろ
う
と
し
て
い
た。

戦
時
中、
旧
制の
中
学生
だっ

た
上
智
大
教授三
輪公
忠（五ニ）
H

ア
メ
リ
カ
のジョ
ー
ジ
タ
ヴン
大
ラス
トレ
l
ショ
ン
が
あ
り、
ァ

へ
留
学
し、
英
語で
ア
メ
リ
カ
史
メ
リ
カ
人
自
身
が
反
米
に
な
り
か

を
学び、
ア
メ
リ
カ
で
日
本
近
代
け
て
い
る」
と
い
う。
そ
う
し
た

史
を
習
う
φ
羽
目e
に
なっ
て、

事
情
が
日
米
両
国
の
か
か
わ
り
に

今上
智
大
国
際
関
係
研
究
所
に
籍
与
え
る
影
響
に
注
目
し
て
い
る。

を
置
く。

近・
現
代
史
を
菌
と
自
のレベ

「
留
学か
ら
帰っ
て、
大
学の
ル
で
と
ら
え
る一
方、
個
人、
大

外
国
語
学
部で
ア
メ
リ
カ
史
を
英
衆レベ
ル
で
も
と
ら
え
よ
う
と
し

語で
ア
メ
リ
カ
流に
教え
た。
こ
て
い
る
の
が
明
治
大
学
助
教授
後

れ
が

評判悪く
て
ね。
こ
れ
に
日
藤
総一
郎（四八）
H
下
伊

那南信濃

本
史
を
か
弓
め
て
や
れ
ば
興
味
あ
村。
後
藤
が
郷
里
で
開い
て
い
る

る
だ
ろ
う
と
は
じ
め
た
の
が
臼
米
私
塾
形式
の
遠
山
常
民
大
学は、

関
係
史：・」
と、
笑い
な
が
ら
話
，
開
講
し
て
五
年
目
を
迎
え
る。
こ

と
し
は
さ
らに
飯田
康
史
大
学を

開
講
さ
せ、
合
わ
せ
て
四
つ
の
講

座
を
地
方
に
持つ
こ
とに
な
る。

一
般
大
衆、
つ
ま
り
常
民
の
日
常

牛活
を
学び、
常
民
の
思想
形
成

を
さ
ぐ
る
の
が
後
藤
の
学
問
と
い

え
る。後

藤
が
い
ま
狙
い
をつ
け
て
い

る
の
は、
伊
那
谷
の
近
代

思想史

の
変転。
勤
王・
国
学の
地
に
社

会
主
義
運動
が
起こ
り、
同
じ
土

地に
墜刷、
全
国
に
先
が
け
て
国

民精神
作
興
会
がつ
く
ら
れ
る
と

い
う
よ
う
に、
庶
民
の
思
想の
娠

幅
が
大
き
い。
そこ
に
は、
上
か

ら
強
制
さ
れ
た
だ
け
で
な
く、

「
下
か
ら支え
た
フ
ァ
シ
ズ
ム」

が
あっ
た
は
ず、
と
後
藤
は
み
て

い
る
か
らだ。
（
文
中

敬称略）

中
国
広
い
視
野
で

の
流
れ
へ
の
目
を
養っ
た。
語

学、
社
会
科
学
的
方
法
論、
フィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク、
資
料
収
集、
プ

ラ
ス
行
動
が
中
嶋
の
学
問
的
態

度。
中
嶋は
「
学者
が
権
力に
近

づ
く
と
き、
そこ
に
は
φ
禁
欲φ

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
で
も、

権力
に
接
近
す
るこ
と
自
体
が
罪

悪だ
と
い
う
考
え
方
は
間違っ
て

③ 

つ
と
め
て
い
る。

依田
は、
すで
に二
十
回
以
上

中
国
を
訪
れ、
そ
の
経
験
か
ら、

い
ま
の
中
国
に
は
歴
史
始
まっ
て

以
来、
ゆ
じ
め
て
b
日
本
そ
の
も

のe
を
知
ろ
う
と
い
う
気風
が
出

て
い
る
こ
と
を
喜
ん
で
い
る。

「
日
本
に
は
永い
問、
中
国
に
学

んで
き
た
歴
史か
あ
り
ま
す。
近

松
本
市
1
は、
授
業が
面
白
く
な

かっ
た
た
め、
「一英
語
と歴
史
の

教師に
だ
け
は
な
る
ま
い」
と
決

め
て
い
た。
だ
が、
上
智
大
か
ら

す。
＝一
輪一
は
今、
「
（
商
側
世
界

に
対
し
て
も）
ア
メ
リ
カ
が
オ
ー

ル・
マ
イ
ティ
ー
で
な
く
なっ
た

こ
とに、
ア
メ
リ
カ
人
自
身
の
フ三輪公忠・上智大教授
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